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第九次福井市総合計画審議会 専門部会 第２部会（第１回） 

 

■開催日時：令和７年８月20日（水）14:00～16：00 

 

■開催場所：福井市上下水道局 ５階 大ホール 

 

■出席者：別紙のとおり 

 

■会議内容 

１．開会 

○司  会 

 それでは、定刻となりましたので、ただいまから福井市総合計画審議会専門部会第２部会の１回目

の会合を開催いたします。 

 まず初めに、福井市市民憲章の唱和を行いますので、恐れ入りますがご起立願います。 

 市民憲章は、お手元の会議次第の裏面に掲載してございますのでご覧ください。 

 私が前文を朗読しますので、引き続き１番からご唱和をお願いいたします。 

（福井市市民憲章唱和） 

 ありがとうございました。どうぞご着席ください。 

 皆様方におかれましては、公私ともにお忙しいところ、ご出席いただき、誠にありがとうございます。 

 

２．あいさつ 

○司  会 

 それでは、開会に当たりまして、総合政策課長からご挨拶を申し上げます。 

○事務局 

 審議会の皆様におかれましては、お忙しいところご出席いただき、ありがとうございます。 

 本日からの部会では、委員の皆様方に、第九次福井市総合計画について、分野ごとにご審議して

いただくことになります。 

 全体会でも申し上げましたが、今回の総合計画は、委員の皆様をはじめとしまして、これまで以上に

市民の方々の意見を取り入れながら、市民と共に作り上げていく計画にしたいと考えております。 

 これまで３つの部会が第１回のご審議を終えており、それぞれの部会において、委員の皆さんは積

極的に意見を交わされております。この部会においても、それぞれのお立場などから、各施策、政策に

おいて、委員の皆様方の活発な意見交換をすることが、本市の５年後、10年後の未来に向けた総合

計画の策定につながるものと考えております。 

 本日は、長時間になりますが、よろしくお願いします。 

○司  会 

 次に、田村部会長からご挨拶を頂戴したいと存じます。 

○部会長 

 こんにちは。暑い中、本当にありがとうございます。 

 この第２部会というのは、政策５から９までというたくさんの政策を、皆さんと議論をしていくという部

会になっております。 

 くらしの部会というのは、一言では言い表せないのではないかなと思いますが、やはりこの福井市に
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住むからには、安全で安心で、そして一人一人、個人個人が幸せを感ずるように、そして地域で生き

がいを見つけて、地域に貢献できるという、その力があるということを皆さんが、一人一人が感じると

いう自己肯定感と言われております。そのようなことを感じ続けながら生活していけるような福井市と

なればいいなと思っておりまして、そのようなことを皆さんで議論をしていきたいと思っております。よろ

しくお願いします。 

○司  会 

 ありがとうございました。 

 

３．委員自己紹介（省略） 

 

４．資料確認・副部会長の指名について 

○司  会 

 次に、配付資料の確認をさせていただきます。 

 まず、お手元のほうに配付しておりますのが、会議次第、それから専門部会の出席者名簿、そして座

席表並びにメモ用紙の４枚になります。 

 また、お手元のパソコンのほうに開いておりますのが、資料１、福井市総合計画審議会設置条例、資

料５、専門部会の進め方、資料６－２、第九次福井市総合計画原案、そして参考の３、福井市の現状

データ集の４つをお開きしております。 

 不備などはございませんでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。 

 次に、副部会長の指名に移ります。 

 総合計画審議会設置条例では「副部会長は部会長が指名する」こととされておりますので、ここで

田村部会長から、副部会長の指名をお願いしたいと思います。 

○部会長 

 それでは、条例に基づきまして、副部会長を指名させていただきます。 

 小柏委員に副部会長をお願いできますでしょうか。いかがでしょうか。 

○委員 

 はい、承知しました。よろしくお願いします。 

○部会長 

 はい、ご承諾いただきました。ありがとうございます。 

○司  会 

 それでは、以後の議事進行につきましては、田村部会長に進行をお願いしたいと思っております。よ

ろしくお願いいたします。 

 

５．議事 

○部会長 

 ただいまから議事に入りたいと思います。 

 まず、資料５をご覧ください。 

 この２部会では、分野Ⅱ「くらし」の政策及び施策について審議をいたします。 

 第２部会で審議をするのは、政策５「地域活性化に関する政策」、政策６「共生・協働に関する政

策」、政策７「福祉・健康に関する政策」、政策８「環境に関する政策」、政策９「安全安心に関する政
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策」と、以上５つのテーマになっております。 

 部会の進め方につきましては、先日の全体会で事務局のほうから説明があったとおりでございま

す。全３回の専門部会のうち、まず第１回では、原案として示された政策を基に委員からご意見をお

伺いしたいと思っております。第２回では、第１回までの意見等を基に作成された施策についてご意

見を伺い、第３回では、各委員からのご意見を踏まえ、修正内容について確認をいただくといった流

れで進めていきたいと思います。 

 先日の全体会におきましても、本部会の内容に関わる意見なども多々あったかと思いますので、そ

のような意見も参考にしながらご審議いただけたらと思っております。 

 本日の資料にも、これまでの事務局が実施してきた意見交換などを通して出てきた多くの意見や社

会情勢の変化を踏まえ設定したキーワードなどもお示しいただいているようですので、参考にしなが

ら進めていきたいと思います。 

 なお、審議に当たっては、委員からのご意見をできるだけ多くいただきたいので、事務局からの説明

は簡潔にお願いをいたします。 

 それでは、本日の審議を始めます。 

 

（１）政策５「地域活性化に関する政策」について 

○部会長 

 まず、事務局から説明をお願いします。 

○事務局 

 それでは、政策５「地域活性化に関する政策」の説明をさせていただきます。 

 資料６－２、１ページをお願いいたします。 

 まずは、現状・課題についてご説明いたします。 

 本市では、これまで人口減少に打ちかつための様々な施策に取り組み、進行度合いを緩和してきま

したが、歯止めをかけるまでには至っておりません。県外への若者転出超過の改善や出生数の増加

など、引き続き取り組むべき課題が山積しております。 

 地域においては、自治体未加入世帯が増加しており、また人口減少や少子・高齢化などに伴い、自

治会活動の担い手が不足しており、自治会活動の存続が危ぶまれる状況となっております。移住・定

住の推進や豊かな住環境の整備、自治会業務のデジタル化など、持続可能で特色のある地域づく

りを促進する必要がございます。 

 次に、参考資料３、現状データ集をご覧ください。 

 28ページ、若者の県内定着状況をご覧ください。 

 令和６年３月卒業の県外大学からのＵターン就職者数は745人、就職率は27.9％でした。主なエ

リア別で見ると、関東、北信越エリアからのＵターン率が増加しました。 

 29ページ、福井県内への移住者数の推移をご覧ください。 

 福井県と県内市町の支援を受けた移住者数の推移です。棒グラフの青色の部分がＵターン者数、

オレンジ色の部分がＩターン者数です。令和６年度は1,367人が県内移住しており、過去最多を更新

しました。Ｕターンは、５年度比で17人増の355人、Ｉターンは11人減の1,012人で、Ｉターンが全体

の74％を占めております。 

 次に、32ページ、自治会加入率をご覧ください。 

 青色の折れ線が福井市、オレンジ色の折れ線が中核市平均を表しています。本市の自治会加入率

は、中核市平均よりも高くなっておりますが、減少傾向となっております。 

 資料戻りまして、資料６－２、２ページをお願いいたします。 
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 原案の政策階層についてご説明いたします。 

 次期総合計画の「地域活性化に関する政策」では、地域の魅力を発信して人の流れを呼び込み、

持続可能で活気あふれるまちをつくることを目標とします。 

 具体的な内容については、地域の活性化や将来的なＵＩターンにつなげるため、関係人口の創出に

より、裾野拡大に取り組みます。地域の特色や魅力を発信するとともに、地域資源や空き家の利活用

を推進し、移住・定住を促進します。また、地域の自主的なまちづくり事業を推進し、地域のコミュニテ

ィーの維持・活性化につなげます。 

 次に、審議する際の参考として設定したキーワードについてご説明します。 

 キーワードについては、市民からいただいた意見や社会情勢などの変化を踏まえ、設定しておりま

す。 

 まずは、「二地域居住などの推進に向けたふるさと住民登録制度」です。 

 政府は、地方創生2.0の実現に向けた取組として、関係人口に着目し、住所地以外の地域に継続

的に関わるふるさと住民登録制度の創設に向けて検討中です。関係人口を見える化し、今後10年

間で実人数1,000万人の登録を目指すこととしております。 

 ２つ目のキーワードは、「空き家」です。 

 本市では、空き家の有効活用を通して、福井市への定住促進を図るため、空き家情報バンク及び空

き家使いたいバンクを開設しております。また、空き家活用時の支援なども行っており、定住人口の維

持・増加につなげる必要がございます。 

 ３つ目のキーワードは、「地域コミュニティのあり方」です。 

 人口減少、少子・高齢化に対応できる地域コミュニティーの在り方について、地域の声や実情など

を整理し、見直しなどを実施した上で、地域活力の維持・活性化に取り組む必要がございます。 

 委員の皆様には、キーワードを参考に協議していただきますが、あくまでも一例であり、必ずしも３つ

のキーワードにこだわる必要はございません。ざっくばらんに協議していただき、今回出た意見は原案

の作成に活用していきたいと考えております。 

 第２回目の専門部会において、施策を含めた原案を提示いたします。ご意見よろしくお願いいたしま

す。 

○部会長 

 はい、ありがとうございました。 

 それでは、ただいま説明いただきましたが、説明を踏まえまして、委員の皆様からのご意見をいただ

きたいと思っております。 

よろしくお願いをいたします。 

○委員 

 福井市のこういった地域での強みの一つとして、私は公民館の存在があるというふうに思ってます。

公民館が非常に活発に、福井市は活動していると。ここで公民館と自治会の関係というところが直接

は触れられてないんですけども、自治会と公民館の連携といいますか、その辺が今どうなっているか

ということと、これからどうあるべきかというようなことについて、ちょっと答えをいただければと思いま

すが、また課題として考えていただきたいと思ってます。 

 それから、ちょっとこれは話がそれますが、去年、結構大きなニュースになったことに、福井市でごみ

ステーションを利用してる人が、自治会に入ってる、入っていないということでトラブルになって、多分、

裁判も継続中だと思うんですが、自治会に入らない人、家庭に対して、市としてはどうかかわっていく

のか。なかなか、入ってというのは、市の立場では言いにくいのかと思いますけども、かつて私も、自治

会長を２年、副会長を２年やって、アパートなどに引っ越してきて、入りたくないという人を説得した覚
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えがあるんですが、そういった場合に、自治会へ加入してください云々に対しては、市は基本的にノー

タッチなのか、何らかの自治会に対するアドバイスはできるのか、その辺をお伺いできればと思いま

す。 

○部会長 

 はい、今の件に関しまして、何か事務局のほうは。 

○教育委員会事務局教育次長 

 公民館と自治会との関係、確かにここで触れられておりませんが、今後、この中でどのように表現す

るかは検討させていただきたいと思います。 

○部会長 

 委員、よろしいでしょうか。 

○委員 

 はい。 

○部会長 

 ほかにございませんでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 それでは、政策５について、また、後ほどもお伺いできればと思います。。 

 

（２）政策６「共生・協働に関する政策」について 

○部会長 

 それでは、政策６について事務局のほうから説明をお願いいたします。 

○事務局 

 それでは、政策６「共生・協働に関する政策」の説明をさせていただきます。 

 資料６－２、３ページをお願いいたします。 

 まずは、現状・課題についてご説明いたします。 

 地域社会で安心して暮らすことができ、また活躍できるまちづくりを進めるためには、相互の価値観

や多様性を認め合える意識づくりが重要です。 

 ライフスタイルに応じた選択ができる環境づくりに加え、様々な分野におけるアンコンシャス・バイア

ス（無意識の思い込み）を減らし、誰もが個性や能力を発揮しながら活躍できる地域社会づくりが求

められています。本市の在留外国人数及び人口に占める割合は、コロナ禍以降、右肩上がりとなって

おります。様々な国の人たちが安心して支え合えるまちづくりが求められています。 

 さらに、今後も、市民のボランティアの力を高め、市民と行政が共に支え合う社会を目指す必要がご

ざいます。 

 次に、参考資料３、現状データ集をご覧ください。 

 33ページ、女性の就業状況をご覧ください。 

 福井県の共働き世帯の割合は、全国１位となっております。しかし、管理職に占める女性の割合は、

全国41位となっており、全国平均を下回っております。 

 次に、36ページ、都道府県版ジェンダー・ギャップ指数をご覧ください。 

 行政・教育・経済・政治の４分野に分け、指数が１に近づくほど、男女平等を表します。令和７年版の

データでは、行政分野は、前年に引き続き２位になりました。県職員の男性育休取得率は７割近くと

なり、全国で最も高い割合となっております。行政分野から各分野へジェンダー平等の動きが波及す

ることが期待されております。 
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 次に、37ページ、市内在留外国人数の推移をご覧ください。 

 左側のグラフは、本市の人口と在留外国人数の推移です。緑色の折れ線が在留外国人数、青色の

棒グラフは本市の人口を表しており、在留外国人は３年連続で増加しております。右側のグラフは国

籍別の外国人数の推移です。ベトナムが最も多く、次いで中国となっております。 

 資料戻りまして、資料６－２、４ページをお願いいたします。 

 原案の政策階層についてご説明いたします。 

 次期総合計画の「共生・協働に関する政策」では、誰もが尊重され、それぞれの個性や能力を発揮

しながら活躍できるまちをつくることを目標とします。 

 具体的な内容については、性別や年齢などにとらわれず、一人一人の個性や能力を生かし、全ての

人が共に担う地域社会づくりを推進します。様々な国の人たちが手をつなぎ、共に支え合うまちづくり

に取り組みます。 

 次に、審議する際の参考として設定したキーワードについてご説明します。 

 まずは、「アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み）」です。 

 何かを見たり聞いたりしたときなど、無意識にこうだと思い込むことがあります。これをアンコンシャ

ス・バイアスといいます。例えば女性だから、男性だから、こうあるべきという先入観が挙げられます。

社会全体（企業や地域など）でのアンコンシャス・バイアスを減らし、誰もが個性や能力を発揮しなが

ら活躍できる地域社会づくりが求められています。 

 ２つ目のキーワードは、「多文化共生」です。 

 日本人・外国人の誰もが同様に市民サービスを享受できるよう、デジタル技術などを活用し、安心

して暮らせる環境を整備するとともに、国籍や文化、言語の違いを超えて相互に理解し合い、活躍で

きるまちづくりに取り組む必要がございます。 

 ３つ目のキーワードは、「国際交流」です。 

 姉妹友好都市とのつながりを生かし、教育、文化などでの交流を進めるとともに、市民や団体によ

る国際交流活動を支援することで、市民の国際理解を深め、グローバル化に対応できる人材の育成

につなげる必要がございます。 

 委員の皆様には、キーワードを参考に協議していただきます。ご意見よろしくお願いいたします。 

○部会長 

 はい、ありがとうございました。 

 説明が流暢に進んでおりますので、ご指名させていただいてよろしいでしょうか。 

 本日は自治会長という立場で出ておられますが、多文化共生とか国際交流とか、いろんな面にたけ

ている委員、何かご意見ございましたらお願いしたいと思います。 

○委員 

 全く不意打ちでございましてね。ただ、これはキーワードとしては国際交流というのは、ちょっと古いか

なというような感じもします。例えば多文化共生の後に国際交流というんじゃなく、経済も含めたグロ

ーバル化とか、何かそういう言葉のほうがキーワードとしてはいいのかなというふうに思います。国際

交流というと、姉妹都市を結んだ、今から20年ぐらい前からのキーワードでございますので、もう少

し、例えば今、企業なんかはグローバル化して、そしてイノベーションもやるような時代ですので、福井

市もやっぱりこういった外国人がたくさんいるということは、単なる国際交流でもないですね。 

 ですので、それを超えているということの表現が、私はいいのではないかなと。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 事務局の方から回答はありますか。 
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○事務局 

 こちらのほうで、それは考えさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○部会長 

 はい、よろしくお願いします。 

 福大のほうでも、たくさん留学生が来られていると思いますので、委員、よろしくお願いします。 

○委員 

 多文化共生というキーワードがあると思うんですけども、日本は今、出生率がすごく下がっていて、

人口もものすごい減少局面に入ってます。このような中で、地域の活力を維持して、産業を維持して、

雇用を生み出して、まちを維持するためには、本当に彼らの参加、社会への参加なくしては成り立た

ないんじゃないかという状況だと思います。 

 例えば、イギリスの首都ロンドンに行ってみますと、感覚的な話なんですけど、地下鉄に乗って向かい

側に座っている人、10人を数えてみると、恐らく６人はアングロサクソン系以外の多文化な人たち、ア

ジア系とかアフリカ系とか、様々な人たちが普通にいる社会です。古典的なイギリス人、白人、色人種

の人はむしろマイナーな世界だと思います。 

 多文化共生というのは、政治的にはデリケートな世界で、むしろそれを嫌う人もいっぱいいるのも事

実だと思うんですけども、今後の日本にとっては避けて通れない一つの方向だと思います。 

 ＪＩＣＡという国際、海外協力機構ですかね、ＪＩＣＡという機構があって、国際協力を非常に精力的に

やっていますけども、その支部にＪＩＣＡ北陸というのがあります。 

 彼らが言っていることで印象的なのは、日本が、例えばバングラデシュとか、ディベロッピングカント

リー、発展途上国と言っていいですかね、発展途上国に行って、その人たちと心を通わせて、その国の

発展に尽くす。そのときに培ったノウハウが、実は日本における多文化共生にもそのまま役に立つとい

うことを言っています。 

 なので、例えば福井市におかれましては、ＪＩＣＡ北陸と何かつながって一緒にやってるというようなこ

とはあるんでしょうか。 

○商工労働部次長 

 所管課としましては、観光振興課内にあります国際室というところが国際交流とかいろんな面につ

いて担当させていただいておりますが、特段、ＪＩＣＡ北陸と連携しながら何か事業を行ったりというこ

とは、今のところ行っておりません。 

○委員 

 一度、世間話ぐらいから始めても、非常に参考になることを言ってくれますし、すごいレベルでいきな

り始めるのは大変なんですけど、草の根レベルでやることは十分やっていけるんじゃないかとも思いま

すので、ぜひご検討いただけたらと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 ほか、ございませんでしょうか。 

 委員、何かございませんかね、キーワードとかご覧になって、お気づきの点。 

○委員 

 国際交流という面で言うと、私のいる学校では、あまりほかの他国の方とかと交流するということが

全くないので、そういった中で、社会に出て新しく他国の方と関わるという、いきなり行うというのは、ち

ょっと何か壁を感じると思います。そういった部分では、やっぱり小学生の頃からとかでも英語プラス

何か行うような、何か日常的に取り入れるような、何か外国の方と関わるという機会があると、もっと

尊重というところでも、高め合えるんじゃないかなというのは思います。 
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○部会長 

 ありがとうございます。 

 国際交流という言葉が、さっき委員のほうからも出ましたけど、いきなり国際交流となると、ちょっと

若い学生さんは大きく考えてしまうのかなと思う。身近なところから入れるような、何かキーワードとい

うので、お示ししていただけると分かりやすいのかなということですね。 

 ほか、ございませんでしょうか。 

○副部会長 

 ２点ございます。 

 １つは、市民のボランティアの力を高めというふうな表記がありますけども、参考データを見ると、総

合ボランティアセンターの取組ということで、これはこれで、ボランティアに関わるという意味ではすご

く重要な内容がたくさん含まれていると思うんですが、でもどちらかというと、この内容は、特定のテー

マ、目的がちゃんと決まったものがほとんどだと思うんです。 

 ですが、地域の中での支え合いとか、助け合いということを考えますと、こういうテーマ型じゃなくて、

地域のほうに根差した内容あるいは地域で支え合うことの大切さということをもうちょっとうったえる

ような政策というのも、今後、必要になってくるのではないかなというふうに思います。 

 先ほど自治会の加入率が減ったりとか、そういったころにも関係してきますし、また今、実際活躍され

ている60代以上の方というのは、これまでの日本のいろんな文化とか地域の大事さとか、そういった

ことを分かっていて、熱意でやってらっしゃる方が多いと思うんですけど、これからの時代、どちらかと

いうと、あまり熱意は期待できずに、やはり何か気がついてもらえるような、何かレクチャーしてあげる

ことが必要だということも出てくるかなと思います。この市民のボランティアの力ということを考えると

きには、目的別だけじゃなくて、地域の大切さということも分かってもらえるようなものを入れてもらえ

るといいかなと思いました。 

 それともう一つ、多文化共生のことなんですが、最近、福祉の立場で気になっているのは、例えば長

い間日本にいらっしゃってて、例えば高齢化の問題が、外国人の方にも及んでたりとか、あるいは２世

代目、３世代目ということになると、子供を育てるというようなところでいろんな問題が出てきます。 

 ただ、その中で、やはり日本語がお互いに通じなくて、適切なサービスにつながらなかったり、どうし

ようもなくなってから、初めて専門職の方々もそういう課題に気がつくというふうな、そんなケースも見

受けられます。 

 ですので、多文化共生という意味では、国際交流とかグローバル化とか、そういったことももちろん

大事なんですけども、ちょっと福祉的な分野についても国際化が必要かなと、多文化共生のことを意

識した福祉の対応ということも必要かなというふうに思いました。 

○部会長 

 はい、ありがとうございます。 

 また、参考にしていただければと思っております。 

 ほかはございませんでしょうか。 

○委員 

 先ほどのＩターン、Ｕターンの話もあったんですけども、福井に少しでも人を集めるときに、福井がア

ピールできる、恐らく最も強力な指標の一つが、出生率の高さだと思います。 

 今年出たデータで見ると、昨年に比べて出生率が減らなかったのは福井県だけです。沖縄も減りま

した。東京はどんどん減ってます。富山、石川も減ってます。かつ、今、福井は２位なんですね、全国。も

うすぐ沖縄を抜くんじゃないかというぐらいのところに来てます。 

 なので、福井県は、子供を安心して育てられる環境が整っていますということが言えたら、それこそ、
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人口減少を食い止められるんじゃないかとも思います。 

 一方で、アンコンシャス・バイアスという非常に難しい言葉を使って、要するにジェンダー・ギャップで

すね、男女平等じゃないという世界に取り組もうとしてますけども、子供を育てやすい背景には、やはり

多世代、何世代にもわたって家族が暮らしている。祖父母の代が若い世代を助けるというような文化

があるとか、あとは、女性はどちらかといったら家庭にパワーを集中して子育てをするというアンコンシ

ャスなんですね。それこそ、福井の伝統的な物の考え方もあるかもしれないと思うんですね。 

 なので、その辺を徹底的に壊しちゃったりすると、出生率が下がる可能性もあるので、なぜ出生率が

今高いのかということは、ぜひ緻密に分析して、いい点を伸ばして、日本一を目指してほしいと思いま

す。 

○部会長 

 はい、ありがとうございます。 

 アンコンシャスという難しい言葉を並べる前に、基本に返ってよりよい福井に、ということでご意見を

いただいたと思います。 

 ほか、ございませんでしょうか。 

 ないようでしたら、次に行ってよろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 

（３）政策７「福祉・健康に関する政策」について 

○部会長 

 それでは、政策７のほうの説明をお願いいたします。 

○事務局 

 はい。それでは、政策７「福祉・健康に関する政策」の説明をさせていただきます。 

 資料の６－２、５ページをお願いいたします。 

 まずは、現状・課題についてご説明いたします。 

 急速な人口減少及び少子・高齢化が進行する中で、市民全員が健康意識を高め、生活習慣病の

発症、重症化予防など、健康寿命を延ばすことで、安全、効果的な医療の実現や医療費抑制など、

安心して医療を受けられる持続可能な社会保障制度が求められています。 

 また、高齢者、障害者などが住み慣れた地域で安心して暮らすことができる社会の構造や新たな

感染症への備えなど、市民が安心・安全に暮らせるよう、一層の取組が求められています。 

 次に、参考資料３、現状データ集をご覧ください。 

 39ページ、医療の状況をご覧ください。 

 左側のグラフは、国民健康保険の医療費の推移を表しております。水色の棒グラフが福井市民１人

当たりの医療費、オレンジ色の棒グラフが国民１人当たりの医療費を表しており、福井市民１人当た

りの年間医療費は国民１人当たりの医療費よりも高額になっております。 

 次に、右側のグラフは、福井県における死因別死亡状況を表しております。生活習慣病の主な疾患

である悪性新生物（がん）や心疾患などが上位を占めております。 

 40ページ、特定健診受診率の推移をご覧ください。 

 本市の特定健診の受診率は、新型コロナの影響により、令和２年度に大きく受診率が低下したもの

の、令和３年度からは再び上昇傾向となっております。 

 次に、45ページ、平均寿命と健康寿命の推移をご覧ください。 

 左側のグラフが本市の男性、右側のグラフが本市の女性を表しております。棒グラフのオレンジ色の

部分が健康寿命、グレーの部分が障害期間を表しております。健康寿命は、男女どちらとも延伸傾向
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にあり、近年は特に男性の伸びが大きくなっております。 

 資料６－２に戻りまして、６ページをお願いいたします。 

 原案の政策階層についてご説明いたします。 

 次期総合計画の「福祉・健康に関する政策」では、市民の心と体の健康を守り、誰もが夢や生きが

いを持って安心して暮らせるまちをつくることを目標とします。 

 具体的な内容については、誰もが生涯にわたり、心身ともに健康で生きがいを持ち、自立した生活

を送れるよう、市民の健康を守ります。また、高齢者、障害者など、様々な立場を理解、認め合い、共に

支え合う地域共生社会の実現に向け、誰もが安心して暮らせるまちづくりを進めます。 

 次に、審議する際の参考として設定したキーワードについてご説明します。 

 まずは、「フレイル予防」です。 

 生涯にわたる健康づくりへの支援や安心して医療を受けられる医療保険体制の維持のため、デジ

タル技術などを活用して、正しい食習慣や適度な運動などの健康づくりを推進することで、フレイル

予防など、健康維持、健康寿命延伸の取組を強化する必要がございます。 

 ２つ目のキーワードは、「介護人材」です。 

 高齢者が住み慣れた地域の中で安心して生活を送れる社会をつくるため、人手不足が進む深刻

な介護現場で人材を確保し、質の向上を図りながら、安定した介護サービスの提供に取り組む必要

がございます。 

 ３つ目のキーワードは、「地域包括ケアの強化」です。 

 複雑化・複合化する支援ニーズを包括的に受け止める体制を強化するため、関係機関が連携し、よ

り身近な場所で必要な支援を行うことで、分野をまたぐ複合的な相談への対応を充実させる必要が

ございます。 

 委員の皆様には、キーワードを参考に協議していただきます。ご意見よろしくお願いいたします。 

○部会長 

 はい、ありがとうございます。 

 キーワードを参考にしていただきまして、ご指名してよろしいでしょうか。 

○委員 

 私は田舎に住んでおりますけども、今、大抵高齢者ばかりなんです。今、町内では包括ケアでよく面

倒見てもらってるという話を聞いておりますが、ほかでは、入りたいけども全然順番が回ってこないん

だという話も伺っております。 

 地域によってまた違うかもしれませんけど、私たちのところは本当に、交通手段も、電車、バスも一日

に何本しか通らないところなもんですから、病院に行くにしても大変苦労があるんです。地域も差が

なく、そして皆安心して住めるまちになるようにしていただきたいと思います。 

○部会長 

 はい、ありがとうございます。 

 ただいまの意見、またご参考にお願いしたいと思います。 

 何かございますでしょうか。この政策７分野に関しまして。 

○委員 

 フレイル予防というのが、いま一つ分からないんですけど、少しご説明いただけますか。 

○福祉健康部次長 

 フレイルという言葉、新しい言葉であるかと思うんですけど、これにつきましては、高齢期に、特に心

身の活力などが衰えた状態というふうに言われます。簡単に言いますと、健常、健康な状態と要介護

な状態の中間の状態というような位置づけということで、このフレイルの段階でいろんな支援を行うこ
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とによって、要介護になったりとか、医療を受けるとういうことを防ぐというような考え方で、フレイルと

いう言葉が最近使われるようになっています。 

○委員 

 はい、分かりました。 

○部会長 

 よろしいですか。 

○委員 

 ちょっと意見申し上げます。 

 今、ここでキーワード３つ書いてあるんですけれども、私は前回の全体会の場の中で申し上げました

けれども、心の健康というんですかね、高齢者だけでなく、青壮年においても、心がちょっと病んでると

いうか、ひどく脆弱になっているような気がしてるんです。 

 最近、自殺率はあまり用いませんけれども、ひどく何か幼稚と言うと違うのかもしれませんけれども、

心がひ弱になっているような気がしております。 

 ここは、フレイル予防、介護人材、年取ると、大事なのは、要は仲間づくりとか友達づくり、今日行くと

ころがある、今日することがある、あるいは健康、そういうのが大事だと思うんです。 

 そういった心の面が全く脱落しているので、それがちょっと気になっております。 

○部会長 

 はい、ありがとうございます。 

 市民の心と体の健康を守るとあるんですが、心のことをもう少し、心身ともにとは書いてございます

が、心のことをもう少しということですね。 

 ほか、ございませんでしょうか。 

○委員 

 そうですね、年々、平均値の健康寿命が延びてる中で、今、会社、企業なんかも定年を延ばしていこ

うと。今、60歳定年から61歳、２歳、３歳、５歳というような形で、高齢者と言われながらも、十分、人材

として社会の役に立つような状況ではないかというふうに思ってます。 

 そういった方の生きがいをどうやってつくっていくのか。今おっしゃったような心の面、そして当然体の

面の生きがいをどうやって行政のほうから提供していくのか。逆に、行政が提供できなくても、それに

気づいてもらうのか、そういう機会を与えられるのか。結構きっかけづくりがよって、新たなものに挑戦

していこうとか、新たな第２の人生を送っていこうというような前向きな姿勢になれるような何かを提

案していったらどうかなというふうには思います。 

 それと、介護人材となりますと、介護人材が不足して、先ほどの話にもつながるんですが、外国人が

介護人材として入ってくると、そういった環境づくりというのもやっていかないといけないような時期に

来てるのかなというふうには思います。 

 ちょっと、先ほどの話に戻るんですが、当然、外国の方にも日本の文化、そして言葉、いろんなことを

相互理解というのは当然必要になってくると思いますので、一方的に我々が、外国の人をしっかりと

受け入れるのは当然ですが、来てくれる方も、日本という、福井という文化、それと歴史、いろんなもの

を理解して、相互理解の下にいろんなことが成り立っていくのかなというふうに思いますので、我々も

当然そういったおもてなし、心構えで受け入れる。当然、来る方もそういった心構えで来ていただくよう

な、そういった行政として調整役ができればなというふうに思います。 

 だから、どうしても介護人材というようなキーワードが出てくる中で、介護人材不足をどう補っていく

か、それを外国人にお願いするんであれば、相互理解が必要になってくる。そして、まだ65歳というよ

うな若い年齢の中で、これから先、どうやって生きがいを持って、心も体も健康に、健康寿命を保てる
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のかを提案していくということも必要かなというふうに思います。 

○部会長 

 はい、ありがとうございました。 

 ここは、今、委員、どうなんでしょうかね。 

○委員 

 このキーワードのあたりは、医学が非常に重要なところだと思うんですけども、医療費を抑制してい

くというのは、福井市にとっても非常に重要な問題ではないかと思います。今、福井大学の医学部で

もやっているのは、いかに、フレイルを予防することによって医療費を抑制できるというエビデンスを出

しつつあります。 

 具体的にどういうことをやっているかというと、こういうことを、予防医学的なことをやっている教室

を、残念ながら福井市ではく、坂井市と勝山市の何か所かで、老人会というコミュニティーを利用し

て、定期的に公民館に集まってもらって運動をする、みんなで楽しく運動するということをやっていま

す。私もやったことあるんですけど、結構、ハードな運動です。それをやって、その後、例えば体脂肪率

とか筋肉の状態とか、いろんなことを測定して、栄養指導するんですね。きちんとたんぱく質をもっと採

ってくださいとかという、栄養指導をセットにしてやると、実際にそのフレイルが予防できるというデー

タが出てきます。 

 フレイルというのは、難しい言葉なんですけど、要するに衰弱した老人という意味で、例えばまともに

歩けない、もうよぼよぼしちゃって歩けない、すぐ転ぶ、あるいは階段を上れなくなっちゃうとか、そうい

う状態の老人というイメージがいいと思うんですけども、要するに筋力、体力を維持すれば健康維持

できて、生きがいも実現できるということになっていくと思います。 

 なので、フレイル予防をいかに行政としてやるかということは大きな意味があると思います。 

 坂井市なんかの例で、私実際に見に行って、つくづく思ったのは、やはり老人会、公民館というような

コミュニティーがすごく熱心なんですね。そういうコミュニティーが機能していると、フレイル予防もうま

くいく、老人が全部ばらばらになってしまったら、絶対フレイル予防できなくなると思います。 

 なので、坂井市の健康福祉課にちょっと聞いていただくと、どんな状況か分かると思います。 

 あと、地域包括ケアの強化というのは、今、国がそっちにかじを切ってますので、今後、来年の春に診

療報酬改定なんかが起きると、そっち側に医療機関が向かざるを得ないような状況に誘導される政

策誘導されていきますので、これは国策としてこちらに行くというふうに思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 先々の情報もいただきまして、またご参考にお願いしたいと思います。 

 ほか、はい。 

○副部会長 

 政策７というところで、健康の問題とか福祉の問題が出てきますけども、健康も福祉も行政だけで進

められるわけではないと思います。それでも、政策に書いてくださっているので心強いところではある

んですけども、でも先ほどの委員もおっしゃったように、やはり日頃からのつながりというのがすごく大

事かなと思います。つながりがあれば、健康も保てるし、福祉のお世話になれるような状態にもなりに

くいというようなこともあるかと思いますので、つながりというところも、もうちょっと何か書き表してもら

えるといいなというふうに思いました。 

 余談ですけど、「不死鳥のねがい」市民憲章のところでも、新しい実践目標には「声かけと笑顔でう

まれる地域の輪」となってますけども、これは今までになかったすごい画期的なことだなと個人的には

思っています。こういった感じのことをもっともっと強く一般市民の方にもアピールしていただいて、健
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康や福祉を進めるのは行政だけじゃなくて、市民一人一人の力も大事だよということも伝えていただ

けるとありがたいなというふうに思いました。 

○部会長 

 はい、ありがとうございます。 

 本日は意見をたくさんお聞きしたいので、皆さん、ご自由に発言をしていただきたいと思っておりま

す。 

 ほか、ございませんでしょうか。 

○委員 

 ここだけじゃないですが、あちこちに、今回の計画では安全とか安心という言葉が出てくるんです

が、安全と安心というのは概念はかなり違い、極端に言えば全く違うというふうに思ってます。 

 ここを一度ちょっと精査してほしいんですが、例えば安心・安全に暮らせるとか、安全・安心に暮らせ

るというのは、何を言ってるのかよく分からないというふうに、普通は受け取られます。ここは安心なの

か、ここは安全なのか、ここは安全と安心両方なのか、そこを計画全体に、ここの用語については安心

と安全の違いをちょっと吟味して、全体を見直してほしいと思います。よろしくお願いします。 

○部会長 

 はい、ありがとうございます。 

 ほか、ございませんでしょうか。 

 次の政策８に行ってよろしゅうございますか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 また、思い出したら、最後のほうにでもお願いしたいと思います。 

 

（４）政策８「環境に関する政策」について 

○部会長 

 それでは、政策８の説明をお願いいたします。 

○事務局 

 それでは、政策８「環境に関する政策」の説明をさせていただきます。 

 資料の６－２、７ページをお願いいたします。 

 まずは、現状・課題についてご説明します。 

 2050年のゼロ・カーボンシティの実現に向けて、地球温暖化対策を進めるため、令和７年度から

12年度までを期間とする地球温暖化対策実行計画福井市脱炭素アクションプランを策定し、市民

の脱炭素型ライフスタイルへの転換や市有施設におけるエネルギーの有効活用など、環境負荷の低

減に取り組んでいます。 

 また、里地・里山の保全・利活用や都市部における緑化に取り組み、豊かな自然環境や快適な生活

環境の保全に努めています。 

 今後、市民、市民組織、事業者、行政が連携する取組や環境に優しい生活への転換、環境のことを

共に考え、行動できる人材を育成していくことがさらに重要となります。 

 次に、参考資料３、現状データ集をご覧ください。 

 53ページ、ごみの状況をご覧ください。 

 左側のグラフは、１人１日当たりのごみの量の推移を表しています。青い棒グラフが市民１人１日当

たりのごみの量、オレンジ色の棒グラフが家庭から出る１人１日当たりのごみの量を表しています。ご

みの排出量は減少傾向となっています。 

 右側のグラフは、本市のごみの総排出量及び燃やせるごみに混入している資源物の割合を表して
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います。折れ線グラフが燃やせるごみに混入している資源物の割合であり、令和６年度は19％で、前

年度より5.5ポイント改善いたしました。 

 54ページ、自然エネルギー、公害の状況をご覧ください。 

 左側のグラフは、本市の太陽光発電導入量の推移を表しており、国のエネルギー買取り制度などに

よる後押しもあり、増加傾向となっております。 

 右側のグラフは、本市における公害の種類別発生件数の推移を表しています。福井市では、公害の

発生件数が増加傾向にあり、近年は、野焼きなどによる大気汚染が最も多く発生しています。 

 次に、55ページ、気温変動、温室効果ガスの状況です。 

 左側のグラフが、100年間の気温変動を表しており、本市においても平均気温が上昇傾向にありま

す。 

 右側のグラフは、本市における温室効果ガス排出量の推移を表しています。近年は、減少傾向にあ

り、平成25年度より約２割減少しております。 

 資料戻りまして、資料６－２、８ページをお願いいたします。 

 原案の政策階層についてご説明いたします。 

 次期総合計画の「環境に関する政策」では、環境に優しい持続可能なまちをつくることを目標としま

す。 

 具体的な内容については、市民、市民組織、事業者、行政が連携し、良好な生活環境を保全すると

ともに、恵まれた自然環境や緑が豊かで快適な都市環境を守り育てます。また、2050年のゼロ・カ

ーボンシティの実現に向けて、環境負荷の低減や循環型社会の形成を図り、将来にわたって持続可

能なまちづくりを進めます。 

 次に、審議する際の参考として設定したキーワードについてご説明します。 

 まずは、「第７次エネルギー基本計画」です。 

 政府は、国の中・長期的なエネルギー政策指針、エネルギー基本計画の改定案を閣議決定いたし

ました。原発を最大限活用する政策へ回帰し、同時に発電量全体に占める再生可能エネルギーの割

合を2040年に４から５割程度に引き上げることとしています。 

 本市としましても、国の計画に基づき、脱炭素を推進する必要がございます。 

 ２つ目のキーワードは、「デコ活」です。 

 デコ活とは、二酸化炭素を減らす脱炭素と環境によいエコを含むデコと活動、生活を組み合わせた

新しい言葉です。 

 2050年、カーボンニュートラル及び2030年の削減目標の実現に向け令和４年10月発足した国

民の行動変容・ライフスタイル転換を強力に後押しするための国民運動です。 

 脱炭素につながる将来の豊かな暮らしの全体像を紹介するとともに、新しい暮らしを後押しする運

動となります。 

 ３つ目のキーワードは、「新ごみ処理施設」です。 

 施設の老朽化に伴い、建設を進めている新クリーンセンターでは、環境負荷の低減を図るため、ご

み焼却による熱エネルギーの有効活用に取り組むとともに、環境を考え、共に行動できる人づくり、ま

ちづくりを進めるため、再生可能エネルギーの活用などについて総合的に学べる環境学習の場を提

供することとしております。 

 委員の皆様には、キーワードを参考に協議していただきます。ご意見よろしくお願いいたします。 

○部会長 

 はい、ありがとうございました。 

 委員、どうぞ。 
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○委員 

 ここは言いたいことは山ほどあるんですが、一つ、二つに絞って、お話しします。 

 まず１つ、小さな話から始めますと、気温変動という言葉は、ほとんど使われません。気候変動という

言葉だろうと思います。例えば、参考資料３ 現状データ集の55ページの100年間の気温変動という

見出しがあるんですが、例えば気温の変化とかというんなら、こういうグラフについての見出しなら分

かるんですけども、全体の大きな見出しとして、気温変動、温室効果ガスという、こういう見出しは成

立しないと思うので、ここは気候変動あるいは地球温暖化、温室効果ガスという、もうちょっと大きな

見出しに変えてほしいと思います。 

 それから、このキーワードというのはあくまでも参考ということで、冒頭にお話があったんで、そこは分

かった上での話なんですが、説明にもあったんですが、第７次エネルギー基本計画というのは、まず

国がつくったものであるということ、それからこれは需要と供給という観点で言えば、供給の立場から

つくったものです。 

 中身はご存じだと思うんですが、再エネと原子力と火力の割合をどうしようかというのがこの根っこ

にあるところなんですが、福井市は、この供給する立場には基本的に私はないというふうに思っていま

す。 

 例えば原子力を持っている自治体であれば、このエネルギー基本計画というのはキーワードに入っ

てきてもいいと思うんですが、福井市は、そういう自分でエネルギーをつくるという立場じゃないもん

で、このエネルギー基本計画というのがこのキーワードに入ってくるというのには、ちょっと私は違和感

があります。書くのであれば、この国の第７次エネルギー基本計画ということじゃなくて、福井市が目

指す方向性ということですから、私はここはゼロカーボンとかあるいは脱炭素という言葉のほうがふさ

わしいのかなというふうに思います。ご検討願います。 

○部会長 

 はい、ありがとうございました。 

 ご参考にしていただけますでしょうか。 

 はい、ほかございませんでしょうか。 

○委員 

 キーワードですけれども、デコ活とか、先ほどのフレイルとか、アンコンシャス・バイアスですか。はやり

言葉として分かるんですけれども、ただ一般に理解していただけるかというと、デコ活と言っても分か

らない人が半分以上だと思うんです。 

 概念というのは、あるいは言葉というのは非常に大事でありまして、特に総合計画、基本政策という

ような、市民の方に理解していただく、そういった場合には分かりやすい言葉で表現されたらいいんじ

ゃないかなと思いますが、意見として申し上げます。 

○部会長 

 はい、ありがとうございます。 

 ほかの委員、何かございませんか。 

ご意見ございましたら。 

○委員 

 市民が、計画の環境の中で一番知りたいのは、恐らく新ごみ処理場の能力とか考え方とか、新しい

ごみ処理場になって、今度はどう変わるんだとかというところが知りたいところなのかな思います。 

 ただ、キーワードとして、新ごみ処理場そのものをキーワードとして出すのがいかがなものかなと。何

のために新ごみ処理場をつくるのかというキーワードがここに表れてこないといけないと思うんです。 

 だから、キーワードは建物じゃなくして、あくまで考え方とか方針とか、そういうものを入れるほうが、
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分かりやすいのかなと。ですので、あとは計画の中で、様々なことを具体化をしていくということが非

常に大事かなと思います。できたら、こういった一番上にあります「環境に優しい持続可能なまち」を

つくるための新ごみ処理施設の方針をこのキーワードの中に入れていただけると、非常に私は分かり

やすいかなと思います。 

○部会長 

 はい、ありがとうございました。 

 では、こちらの委員。 

○委員 

 もう一点、参考資料３ 福井市の現状データ集の54ページのほうをちょっとお開きいただきたいと思

います。 

 先ほどのご説明の中で、右側のグラフですね。大気汚染が増えていると、いわゆる野焼きが増えて

いる。野焼きは減っているように思うんですけれども、これは事実なんですか。 

 私、農村地域なんですけども、昔は田んぼや畑で平気で燃やした。ところが、最近は、やっぱり野焼

きは駄目だということでね、少なくなっているというのが私の認識なんですけれども、平成27年から

10年間で、４倍ぐらいになっている。これは事実なんですか。 

○部会長 

 お分かりになるようでしたらご回答のほうお願いします。 

○環境廃棄物対策課長 

 数字に関しましては、市民の方からの苦情件数となっております。そのため、年々、そういった煙に関

して敏感な方が増えてきているという意味として私どもは捉えております。 

 ですので、そういった方が年々増えているので数が増えていると。今、委員おっしゃるように、実際、減

っているのかもしれないんですけど、声は、だんだん数が増えてきてるというふうに考えております。 

○委員 

 状況は分かりました。私どものところでも、よく消防車が来るんです。最近、ちょっと燃やすと、すぐに

携帯で通報されます。皆さん、携帯持ってますから。 

 ただ、「発生件数の推移」という見出しだと、ちょっと違和感がありますね。そういう連絡件数とか、注

記していただかないと、発生件数そのものは明らかに私は減ってると思います。お願いいたします。 

○部会長 

 はい、ありがとうございます。 

 委員、何か環境のほうで、学校でもいろんなことを勉強されてると思いますけども、何かご意見とか

お気づきの点、ございましたら。 

○委員 

 はい。環境に優しいというところで、ＳＤＧｓとかが挙げられるのかなと思ったんですけど、ＳＤＧｓやっ

てるのって日本が主らしく、その中でも北陸が、一番、盛んだと教授から聞いたことがあります。 

 そういったところで、もうちょっと環境に優しいというところを提示していくのか、もっと活動とか、考え

というものを提示していくのかというのは、すごく難しい問題だなと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 最近はＳＤＧｓをずっと勉強されてきているのでないかなと思うので。 

 ほか、何かございませんでしょうか。 

 はい、どうぞ。 
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○委員 

 まず、さっき、議論になった参考資料３ 福井市の現状データ集の54ページは、明らかに公害、苦情

の件数なので。公害の発生件数というと、確かにおっしゃったように減っているので、見出しは苦情と

いう２文字を入れないと誤解は増えると思います。 

 それから、次の話ですが、これは多分、今、答えは出てこないと思うんですが。私は坂井市に住んで

いますが、坂井市は今、ごみの袋、大きいやつは30円です。つまり、ごみ、完全有料化じゃないです

が、部分有料化しています。ちょっと私、関心があって計算してみると、まともにお金取れば、家庭の

45リッターの袋１つ当たり150円とか、そのぐらい取らないとペイできないんですが、坂井市は30円

でやってる。 

 福井市は、ごみは袋は指定してるんですけども、ごみ処理そのものの費用は市民に負担を求めてな

い。県内であれば、ごみ処理について有料化に踏み切ってる自治体のほうが、もう既に多いと思いま

す。 

 福井市は、一番大きい自治体なんで、言い出しにくいことは重々分かってるんですが、ただいつまで

もごみ処理の費用を無料ということは、逆に言えば税金で負担してるわけですから、やはりごみをたく

さん出す人には、それなりの負担してもらうというのも、私はごみを減らすためには必要かなと。 

 市の財政云々の前に、受益者負担の原則、大げさに言うとそういうことになるんですが、ごみの有料

化について、今後、福井市としてぜひタイムテーブルに私は乗せてほしい。今、乗せてほしいとまでは

言いませんけども、近い将来の課題として、福井市もごみの処理の有料化というところに踏み出すと

いうようなことをぜひタイムテーブルに乗せてほしいと、これは要望で、今回、どこかに入っているとま

では期待しておりませんが、要望としてお伝えします。よろしくお願いします。 

○部会長 

 はい、ありがとうございます。 

 ほか、何かございませんでしょうか。 

○委員 

 ゼロカーボン、二酸化炭素を出さないという取組は、日本は、多分、世界でも有数なぐらいやってる

と思います。もうこれ以上、雑巾絞って出ない雑巾をまた絞るというような取組かなというふうには思

います。世界的に見て、そういった姿勢を見せるのが日本の役割だと思って、やってるのだろうと思い

ますけども、世界規模から見ると、日本がやってることに、じゃあそれは環境にどれだけの影響を与え

るかなと思うと、ちょっとどうかなという思いもします。 

 でも、それを言ってしまうと身も蓋もないので、しっかりとＣＯ２削減に日本は取り組んでます、福井市

も取り組んでいきます、というようなスタンスは必要になりますが、当然、そこにはコストがかかる。そう

いうところの整合性をしっかりと踏まえてないと、一生懸命やってる割には効果が出ないという。例え

ば今、福井の気候変動が福井市のせいで気候変動が起きているのかというと、そうではないと思うん

ですよね。 

 だから、そういった点もちょっと考えながら、そこにコストがかかるということを、行政に負担がかかっ

てくるなというふうにも思います。 

 それと、１つお聞きしたいんですが、いつも、移住するときに言われるのが、福井市のごみの分別とい

うのが非常に厳しいと。移住先を選択するに当たって、ごみの分別ってかなり大きなウエートを占める

らしいです。福井市って、結構厳しいですよねと言われるんですけど、あれで厳しいのかと、よそはもっ

と緩いんですかね。 

○部会長 

 行政のほうでご意見ございましたら。 
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○市民生活部次長 

 ごみですけれども、プラスチックの分別の違いが一番大きいのかなと思うんです。ほかの自治体は

プラスチックが燃やせるごみに入っておりますが、現在、福井市のクリーンセンターでは、プラスチック

は燃やせないごみとなっています。 

 あと、資源化という形で取り組んでおりますので、缶、瓶などの資源物や、段ボール、容器包装につ

きましても資源化するという形にしております。品目毎にたくさん分けないといけないという形になって

いるので、そのように思われてるのかなと思います。 

○委員 

 結構、その話が出るんですよ。学生さんなんかも、福井市へ入るか、隣の市町に入るのかというの

は、ごみの分別がどういう状況かというのを基準にしてる人もかなりいます。 

 今、新クリーンセンターができて、そういった点がどういうふうに改善していくのかというのも含めて、

地球規模で考えたときには、資源ごみは資源ごみとして有効活用するというのは本当に大事なことだ

けど、現実的なことの方との、このギャップの埋め合わせをどうやっていくかって、すごく大事だと思い

ます。よその市町ができていて、福井市ができないというと、何となく、福井市、何かごみ出すの面倒く

さいから、坂井市へ行くわとか、永平寺へ行くわとかみたいなところがあるということは耳に入ってま

す。 

○市民生活部次長 

 新クリーンセンターができましたら、プラスチックの分別の仕方が変わります。プラスチックにつきまし

て、汚れているものは燃えるごみに出していただき、洗面器などの硬いプラスチックについては、資源

ごみとして出していただく形で分別方法が変わります。 

 分別をいろいろ分けてやってるんですけれども、例えばリチウムイオン電池。最近、火災が多く全国

的に発生しているんですが、それも、あまり分別されてなくて、燃えるごみに混入することによって火災

が起きているということもございますので、きちんと分別をしていただきまして、面倒というのは分かる

んですが、決まりを守って出していただければと思っております。 

○委員 

 さっきおっしゃったように、新クリーンセンター新しい分別方法などは計画に載せないんですか。 

○事務局 

 それは個別計画がありますんで。 

○市民生活部次長 

 そういう細かいごみの出し方につきましては、総合計画ではなく、また違うところで出していきたいと

思っております。 

○部会長 

 はい、ありがとうございます。 

 環境に関しましてですが、福祉と環境と高齢者と、いろんな関係がございますので、何かご意見ござ

いましたら。 

○副部会長 

 クリーンセンターが新しくなると、ルールも変わるということなんですけど、今のルールは、たしか

20年前か25年ぐらい前に定められたルールだと思うんです。そのときに、高齢者へのレクチャーにす

ごく時間を注いだかと思うんですが、またそういったこともこれから出てくるのかなというふうなこと。あ

と、実際、福祉の現場の方に聞くと、ごみの収集の時間とヘルパーさんの出勤時間が合わないという

ふうな問題もよく聞かれます。 

 その辺、ほかの自治体では戸別収集とかもされていると伺ってますが、でもそれも行政的には限度
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があるんじゃないのかなとも思いますので、何かそういったことを助け合いの中でうまくできるような

仕組みというのも、取り入れられるといいのかなというふうにちょっと思っています。 

 以上です。 

○部会長 

 はい、ありがとうございました。 

 ほか、ご意見ございませんでしょうか。 

 高齢者のことを言われましたけど、委員、ごみ出しにとかというこのキーワードのところで、何かご意

見ございましたら。 

○委員 

 分別の件ですけども、うちの町内の例を取りますと、すごくそういうことに熱心な方がいらして、ごみ

の日に、違うごみが入ってたよと言って持ってくるらしいんです。そういう熱心な方もいるおかげで、う

ちの町内はごみを残されることは今のところはないです。 

 ただ、高齢者は、なかなか決まった曜日に出すということができないもんですから、いっぱいため込

んでしまうんですね。それを声かけ合って、これが田舎のいいところで、今日は燃えるごみ、あしたは燃

えないごみと言って、協力し合ってやっているので、うちの町内に関してはそういう弊害はないです。 

○部会長 

 はい、ありがとうございました。 

 ほか、ございませんでしょうか。 

○委員 

 政策８の目標について、ちょっと違和感があるんですけども、環境に優しいまちをつくる、に国語的に

何かちょっと違和感がありまして。要は、人に優しい環境づくりといいますかね、主体は人でありまし

て、環境に優しいまちをつくる、何かちょっと違うような気がするんですけれども、ちょっとご説明いただ

けますか。 

○部会長 

 はい、何かご意見ございましたら。 

○事務局 

 ちょっと言葉につきましては、またちょっと考えさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 ほか、ございませんでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 

（５）政策９「安全安心に関する政策」について 

○部会長 

 政策９のほうの説明を続けてお願いしたいと思います。 

○事務局 

 それでは、政策９「安全安心に関する政策」の説明をさせていただきます。 

 資料６－２、９ページをお願いします。 

 まずは、現状・課題についてご説明します。 

 本市の犯罪発生件数は増加傾向にあり、依然として女性や子供、高齢者を狙った犯罪が多発して

います。 
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 近年は、手口が巧妙化した特殊詐欺事件や匿名・流動型犯罪グループによる組織犯罪など、住民

の安全を脅かす事案が増加しています。 

 また、新幹線福井開業により、県外からの来訪者の増加や治安状況の変化も懸念されています。 

 さらに、火災などから市民を守るためには、消防体制の整備と防火意識の啓発とともに、高齢化社

会に対応するための救急体制の強化が重要です。 

 今後も、関係機関が連携して効果的な啓発活動を行い、地域ぐるみで犯罪に対する抑止力を高め

る仕組みづくりや交通安全への対策などが求められています。 

 次に、参考資料３、福井市の現状データ集をご覧ください。 

 56ページ、火災・救急の状況をご覧ください。 

 左側のグラフは、本市の火災発生件数の推移を表しています。本市では、毎年、四、五十件程度の

火災が発生していますが、令和６年は35件で、直近の10年では最も少ない発生件数でした。右側

のグラフは、本市の救急件数及び搬送人員の推移を表しています。オレンジ色の折れ線が搬送人

員、青い棒グラフは出場件数です。令和３年以降は増加傾向となっています。 

 62ページ、特殊詐欺の被害状況をご覧ください。 

 特殊詐欺とは、被害者と対面することなく、不特定多数の者から金銭をだまし取る詐欺です。オレン

ジ色の折れ線が認知件数、青色の棒グラフが被害金額を表しています。福井県内の特殊詐欺の認

知件数は20件以上で推移しており、令和６年度の被害金額は５年度と比べ、約３倍近くに増加して

います。 

 次に、64ページ、交通事故の状況をご覧ください。 

 オレンジ色が負傷者数、青色が人身事故件数、グレーが死者数です。 

 令和６年の負傷者数は476人、人身事故件数が428件であり、前年より減少しました。令和６年

度、死者数は６人で、４年度以降、増加傾向です。ただし、人口1,000人当たりの死者数は県内平均

よりも下回っています。 

 資料戻りまして、資料６－２、10ページをお願いします。 

 原案の政策階層についてご説明します。 

 次期総合計画の「安全安心に関する政策」では、事件事故・火災に強い安全安心なまちをつくるこ

とを目標とします。 

 具体的な内容については、市民の生命・身体・財産を守るため、市民の防火意識や地域の防犯力

向上を図ります。また、誰もが安全・安心な消費生活を送ることができるよう、相談解決力強化を図り

ます。県や警察、交通安全団体などと連携し、交通安全意識の啓発に取り組み、安全で安心な地域

づくりを進めます。 

 次に、審議する際の参考として設定したキーワードについてご説明します。 

 まずは、「匿名・流動型犯罪グループ」です。 

 ＳＮＳなどを通じて募集する闇バイトなど、緩やかな結びつきで離合集散を繰り返す集団と定義され

ており、略称は匿流といいます。日本全国で発生したルフィ広域強盗事件や関東地方で発生した一

連の強盗殺人事件などが代表的なケースとなります。 

 特殊詐欺や匿名・流動型犯罪グループによる組織犯罪など、市民の生活を脅かす事案に対し、関

係機関と連携しながら対策を強化する必要がございます。 

 ２つ目のキーワードは、「マイナ救急」です。 

 救急隊員が、マイナ保険証を活用し、過去に受診した病院や処方されたお薬などの医療情報を閲

覧することで、本人や家族の負担を軽くするとともに、適切な処置へつなげることが期待されておりま

す。今年10月１日からは、全国全ての消防本部でマイナ救急を開始する予定です。 
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 ３つ目のキーワードは、「自転車乗車時の交通ルール遵守」です。 

 道路交通法の改正により、令和５年４月から、自転車利用者の乗車用ヘルメット着用が努力義務

化されました。また、来年４月からは、16歳以上が交通違反をした際、反則金納付を通告できる交通

反則切符（青切符）制度が新設される予定です。本市としても、自転車乗車時の交通ルール遵守や

マナーの向上に取り組む必要がございます。 

 委員の皆様には、キーワードを参考に協議していただきます。ご意見よろしくお願いいたします。 

○部会長 

 はい、ありがとうございました。 

政策９は「安全安心に関する政策」でございますので、皆さんのご意見をお伺いしたいと思います。 

 特殊詐欺もたくさんあるということなので、はい、どうぞ。 

○委員 

 特殊詐欺は、老人会や町内の公民館などで、こういうことがあったら応じたらあかんよと、よくよく注

意されているんですね。先日も、私のところにもそういう類いの電話がかかってきました。それで、こち

らから電話しますと言って警察に言ったら、それは特殊詐欺だったんだということで。高齢者は、これだ

け言われても、引っかかる人がいるんですよね。私の携帯にかかってきたときは、あなたの電話番号

が何某と、警察を名乗って電話がありました。それに対応して、またこちらからお電話しますのでと言

ったら切られました。それを周りに話したら、自分にも掛かって来たというので、これだけ方々で特殊詐

欺のことをうたってるのに、なぜ引っかかるのか不思議に思うんですけど。 

○危機管理監危機管理副監 

 特殊詐欺ということで、警察が主に対策を行っており、周知や啓発などは、様々なところでさせてい

ただいています。ただ、やはり巧妙な手口で、そのようなことが行われるというところで、警察もその犯

罪グループ等の壊滅に向けた効果的な検挙対策というのを推進していると聞いています。私たち市

としても、警察と一体となって周知啓発は、継続的にやっていきたいと思っております。 

○部会長 

 ありがとうございました。 

 高齢者ばかりじゃなくて、今、ＳＮＳ等では、プライドがあって学生さんも土壇場になって困らないと相

談がないようなことも聞きますが。ちょっと何かお気づきありましたら。 

○委員 

 一般に学生相談の範疇に入ると思いますけども、とことん困る前に、何か少しでもおかしいと思った

ら、とにかく相談してくださいということは、常日頃から言っております。にっちもさっちもいかなくなって

からだと、原状復帰するのがすごく大変ですし、もう元に戻らないような状況もありますので、そういう

一般論は、常日頃から言っております。 

 ただ特に、この特殊詐欺に対する啓発をやっているということはないと思います。 

○部会長 

 ありがとうございます。 

 委員は、何か身近なところで、そのＳＮＳを使っていてちょっと心配だなという場面も見ているかもし

れませんので、何かご意見ありましたら。 

○委員 

 はい、私自身、周りの人と話してても、あまりそういう詐欺というところに対して会話をすることはない

んですけれども、学校の先生からは、さっきおっしゃっていたように、ＳＮＳが得意だから、得意な人のほ

うが引っかかりやすい、プライドが高いほうが引っかかりやすいということは教えていただいてます。教

えてはいただいたんですけれども、やっぱり私自身もプライドが高い部分は多分あるんで、そういう詐
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欺というところに関しては、広告とかを見て、明らかにこれはおかしいだろうというものに対しては、姉

と兄弟で、これおかしいよねという話をしたりとか、広告に対しても、ちょっと突っ込んでみたりというの

しています。 

○部会長 

 はい、ありがとうございます。 

 どうぞ、委員。 

○委員 

 すいません、全く違う話です。この中で、防火とか防犯は書いてあるので、防災はどうなってるんです

か。いわゆる関東大地震から102年、福井地震から77年だと思うんですけれども、あるいは集中豪

雨、線状降水帯など、いつまた、以前のような集中豪雨が来るかも分かりませんし、地震もいつ来る

か分かりません。 

 私どもの地区でも、防災協議会、町内でも防災対策本部というのをつくっておりますけれども、その

観点が何か抜けてるように思うんですけれども、この点、いかがでしょうか。 

○部会長 

 どなたか、よろしいですか。事務局のほう。 

○事務局 

 防災につきましては、第１部会の「まち」のほうにございます。もともとこちらの安心・安全と一緒にな

っていたんですが、より強力に推し進めるということで、政府のほうも進めておりますので、第１部会の

ほうに防災・減災の政策として立ち上げました。こちらのほうは安全・安心として、こちも重要だという

ことで、政策を立てて審議しております。 

○部会長 

 はい、ありがとうございます。 

 また、情報はこちらのほうに共有していただけるとよろしいのかなと思いますので、お願いいたしま

す。 

 ほか、ございませんでしょうか。 

○委員 

 実は、私、学生に講義をしてまして、その講義のネタとして、犯罪白書というのを毎年見てます。ちょっ

とマニアックなことなんですが、言葉がちょっと気になるんです。犯罪白書の中では、犯罪という一般

的な用語と刑法犯という用語と何とか犯という用語を厳密に使い分けしています。 

 例えばこの見出しのところで、「本市の犯罪発生件数」というのは、多分、刑法犯の犯罪件数とか定

義があるはずだと思うんで、そこは表現についてすり合わせしてほしいと思います。 

 その上で、今の資料を見ると、市じゃなくて県全体の傾向が、資料のほうには出てきてます。福井市

だけに限定したデータがあるのであれば、例えば刑法犯の犯罪件数が本当に増えてるのかどうか、

全国的に見れば犯罪件数は減ってるというのが大きなトレンドですので、私はここの書きぶりはもう一

度、本当に中身が正しいのかどうか、確認してほしいと思います。 

 そして、さっき安全と安心は違うという話をしたんですが、例えばこの政策９のところで、事件事故・

火災に強い安全安心なまちをつくるというのがあるんですが、火災でなくて災害という言葉のほう

が、多分、ふさわしいのかと思うんですが。ここで安全・安心なまちをつくるというのは、例えば安全で

安心できるまちをつくるというふうにしないと、言葉の意味が通じないというふうに思います。 

○部会長 

 はい、ありがとうございます。 

 ほか、ございましたら、どうぞ。 



【議事要旨】 

- 23 - 

○委員 

 これは、防災のほうにも関わると思いますけども、ぜひキーワードの中に、市民組織との連携というの

を入れていただきたいと。例えば、ここで関連してる自衛消防団とか、あるいは交通安全協会とか、

様々な地域の地縁団体がありますけども、非常に今、高齢化して、現実的にやっぱり組織そのものが

機能するかというところまであるのではないかと思っております。 

 ですので、計画の中にそういった市民組織を充実していくというようなことを入れていかないと、幾ら

市のほうで計画しても、現実的に地域が機能しないというところに陥るんじゃないかと危惧をしてま

す。 

 具体的に言うと、大体、福井市の自治会は1,500ほどあるんですが、例えば昨日、道頓堀で火事が

ありました。あれは、消防の専門の方が来てますけど、恐らく５分ぐらいの中で、初期消火がうまくいっ

ていれば、あれだけは広がらなかったんじゃないかなと思っております。 

 私の近くでも、火事はあって、全焼してしまったんですけど、火事の場合は特に５分、初期消火が非

常に大事ではなかろうかと思っております。 

 自治会で調べると、実はそれぞれ町内に置いてある小型ポンプ等が実際に機能するというところが

非常に少ない。ほとんど、消防の方にお願いしてるという実態がありますし、もう一つは、自衛消防団

の人が実際に訓練しているかどうかという課題もあります。 

 したがって、これは若者支援のところまで関わってくると思いますけども、小型ポンプの機能というの

は、最低３人いないと動かせないんです。これはやった人しか分かりませんけど、最低３人必要なんで

す。ですので、それを考えると、1,500自治会×３人は絶対にいないと、火事の場合の地域の安心を

守れないんですよ。 

 だから、私は、こういった具体的な計画が出せるようなキーワードをここに入れて、そして具体的に計

画をしていくということが、この総合計画の中で一番私は必要なことかなと思います。そういったキー

ワードをきちんと入れて、地域にまで声が届くような、そういう方針をぜひ作っていただきたいと思いま

す。 

○部会長 

 はい、貴重な意見、ありがとうございました。 

 ほか、ございませんか。 

○委員 

 具体的内容の２つ目ですね、誰もが安全・安心な云々、相談解決力強化を図りますと書いてありま

す。 

 具体的にはどういったことですか。どこか相談窓口があるんですか。 

○市民生活部次長 

 消費者センターの中に相談員がいます。 

○委員 

 県でなく、市がやっているんですか。 

○市民生活部次長 

 そうです。福井市の消費者センターがあります。相談員の能力を高めるために研修をするとか、特殊

詐欺もどんどん変わってきますので、そういうものに対応できるような知識を得るようなことをしていく

ということです。 

○部会長 

 はい、ありがとうございました。 

 ほか、ございませんでしょうか。 
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   〔「なし」の声あり〕 

 ないようでしたら、政策５のところからちょっと復唱したいと思います。 

自治コミュニティーと公民館は重要な関係にあると考えるため、今後の連携について記載してほしい

ということでございました。 

 それから、自治会未加入者に対する自治会加入促進に関しまして、市の取組はどのようにされるの

かというところで意見が出されました。 

 政策６のほうに行きたいと思います。 

 国際交流という言葉よりもグローバル化という記載のほうがよいのではないかと、それから少子・高

齢化の中、多文化共生が今後の維持活性に不可欠ではないか、ＪＩＣＡとの連携も視野に入れてほし

いということでございます。 

 そして、小学生などの頃から、英語教育に併せて多文化との関わりがあると、もっと進むのではない

かと。また、ボランティアについては、地域での支え合いといったテーマについて取り組む必要がある

のではないかということでございます。 

 そしてまた、外国人に対して、福祉的なアプローチも必要になってくるのではないか。 

 それから、出生率の高さというのは、子育て環境のよさからいえばアピールできるのではないか。多

世代の同居が背景にあるアンコンシャス・バイアスとの関係を探る一つの方法があるのではないかと

いうご意見をいただきました。 

政策７のほう、福祉・健康に関するところでは、郊外では通院という交通の不便があるため、安心して

暮らせるようになっていってほしいということでございます。 

 また、心というキーワードが抜けているのではないかということをいただきました。 

 そして、平均年齢の上昇に伴う高齢者の生きがいづくり、というのを行政のほうとして提案していっ

てはどうでしょうかということです。 

 また、介護人材不足を補うために、環境づくり、外国人の受入れをしっかりとしていってほしいなとい

うことでございます。 

 また、フレイル予防ということで、医療費の抑制につながっていくということなので、老人会との連携、

特にフレイル予防を行政としていかに取り組んでいくかというのは、これから高齢者が増えるというこ

となので、大変重要ではないか。 

 心身の健康のために、近所の日頃からのつながり、そしてお友達のつながりとかも記載が欲しいの

ではないかなということでございます。 

 安全と安心の使い分けについて、しっかりと区分けして吟味していってほしいというご意見をいただ

きました。 

 それでは、政策８のほうにお願いしたいと思います。 

 第７次エネルギー基本計画は、供給の側面のため、市としてはゼロカーボンのほうがふさわしいの

ではないか。 

 それから、デコ活、新しい言葉は分かりやすい記載がいいのではないかということでございます。皆

さんに理解を、市民に理解を得るということの意味だと思っております。 

 それから、新ごみ処理施設の方針が、市民は興味があるのではないかということで、少し詳しく述べ

てはどうかということでございます。 

 ＳＤＧｓの観点から、もっと積極的に環境に関して取り組んでいくべきではないでしょうかということ

でございます。 

 そして、他市では、ごみが一部有料化していると、福井市では、今後、どう検討していくべきかという

ことも話題に上がりました。 
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 そして、コストと効果のバランスを考慮しながら取り組んでいってほしい、それから、移住者には、ごみ

の分別が厳しいという意見がありまして、そこが移住の一つの考えるところになるのかなということも

あるのではないかということでございます。 

 高齢者のごみ収集などについては、これからどのように支援をしていったらいいのか。よりスムーズ

なごみの収集ができるかなということでございます。 

 そして、目標についても、主体は市と人間ということなので、環境に、環境に優しいんじゃなく、書きぶ

りを考えてほしいなということも、また議論になりました。 

政策９のほうに行きたいと思います。 

 安全・安心に関する大まかなテーマでございますが、高齢者は、特殊詐欺に引っかかりやすい、そし

てＳＮＳは若者が被害に遭っている、それが大まかにあまり出てこないということでございますが、数字

も上がってきている。これから上がっていくのではないかなという懸念もございます。 

 犯罪発生件数という表記につきましては、市のほうで、市のほうがどれぐらいかというのを確認をお

願いしたいということでございます。 

 そして、安全と安心の使い方、先ほども出てきましたが、あらゆるところに安心・安全で片づけなくて、

その安心・安全の区別、差別をちょっとしてほしいなということでございますね。 

 それから、市民組織の連携でございますが、どのように市民組織との連携をしていくのか、市民組織

をどのように扱うのかというのは、市民組織の弱体につながらないような、市民組織と連携していけ

ば市民組織も強くなってくるのではないかなというような意見ではないかと思います。現実に機能す

るようにしてほしいということでございます。 

 私のほうから１つ、今思い出したんですけど、先日、新聞に、高齢者シェアハウスというのが、国が今

度、援助するというのがありましたんですが、福井市のほうではそれに取りかかるのか、空き家という

ところで何かあるのかなということも、ちょっと頭の中に入れていってほしいなということを思いました。 

 以上でございますが、何か、また付け加えることがございましたら。 

 よろしいですか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 今日は、思う存分、ご意見いただけましたでしょうか。 

 それでは、意見も出尽くしたようでございます。本日の議事は終了とさせていただきます。 

 ここで進行のほうを事務局のほうにお渡しします。お願いします。 

○司会 

 田村部会長、ありがとうございました。 

 また、委員の皆様には長時間にわたりご審議をいただき、誠にありがとうございました。 

 本日いただきましたご意見につきましては、今後、政策から個別具体の取組を、具体的な施策を検

討していく作業を進めていく中で、どのように反映して取り入れていくかということを持ち帰って検討

させていただきまして、次回、第２回の専門部会のときに、改めて資料としてお示しさせていただきま

すので、またその際に、ご審議のほう、よろしくお願いしたいと存じます。 

 その次回の専門部会でございますが、次回は10月６日月曜日16時から、会場は市役所本館８階

の第８会議室で行いたいと思いますので、委員の皆様には、引き続きのご出席を賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

 それでは、以上をもちまして福井市総合計画審議会専門部会第２部会の１回目の会議を終了いた

します。 

 皆様、本日はどうも本当にありがとうございました。 

（以  上） 
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